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令和8年4月14日、三島町生活工芸アカデミーの第9期開講式が行われました 。
今年度は愛知県、茨城県、千葉県から、3名が入講されました。

地域おこし協力隊として3年間活動します。

― 伝統の技、次世代へ紡ぐ一歩 ―
 三島町生活工芸アカデミー第9期開講式
― 伝統の技、次世代へ紡ぐ一歩 ―

 三島町生活工芸アカデミー第9期開講式



三　島　町　議　会 2３ 月定例会のあらまし

３月定例会のあらまし
３月定例会は４日から１２日までの９日間を会期に開催され、専決処分承認１件、条例の
一部改正３件、計画２件、権利放棄１件、指定管理者の指定１件の他、令和７年度一般会計
及び特別会計補正予算、令和８度一般会計及び特別会計予算など、町長より提出された議案
を審議し、すべて原案通り可決しました。

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

２ 専決処分の承認を求めるについて（令和７年度三島町一般会計補正予算）
・衆議院議員総選挙に係る補正予算を専決したもの 承認

３ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
・学校運営協議会委員を加える改正 可決

４ 三島町町営住宅等条例の一部を改正する条例
・町営住宅米子沢団地を廃止する改正 可決

５ 三島町情報通信施設設置条例の一部を改正する条例
・情報通信端末（テレビ電話）及び告知放送サービスを廃止する改正 可決

６
第五次三島町振興計画後期基本計画の策定について
・�前期基本計画が令和７年度末で終了し、次期５年間（令和８～12年度）の後期基
本計画について、議決に付する

可決

７
過疎地域持続的発展市町村計画の策定について
・�現計画が令和７年度末で終了し、次期５年間（令和８～12年度）の計画について、
議決に付する

可決

８ 権利の放棄について（水道使用料債権）
・本人死亡及び無資力により回収不可能となっている水道使用料の債権放棄 可決

９ 指定管理者の指定について（早戸交流拠点施設）
・指定管理者として、早戸温泉つるの湯企業組合を再指定 同意

１０ 令和７年度三島町一般会計補正予算 可決

１１ 令和７年度三島町国民健康保険特別会計補正予算 可決

１２ 令和７年度三島町路線バス事業特別会計補正予算 可決

１３ 令和７年度三島町介護保険特別会計補正予算 可決

１４ 令和７年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

１５ 令和７年度三島町簡易水道事業会計補正予算 可決

１６ 令和７年度三島町下水道事業会計補正予算 可決

１７ 令和８年度三島町一般会計予算
※１関連記事

原案
可決

１８ 令和８年度三島町国民健康保険特別会計予算 可決

【議決結果一覧と条例改正等の主な概要】
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議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

１９ 令和８年度三島町路線バス事業特別会計予算 可決
２０ 令和８年度三島町介護保険特別会計予算 可決
２１ 令和８年度三島町後期高齢者医療特別会計予算 可決
２２ 令和８年度三島町簡易水道事業会計予算 可決
２３ 令和８年度三島町下水道事業会計予算 可決

【一般会計補正予算の主な内容】
　■歳　入
・町　民　税（個人）� １２,９２２千円
・地方交付税（普 通 交 付 税：総額１,２６７,９９２千円）�  ４４,６７２千円
・繰　入　金（財政調整基金：残高２０４,０６５千円）� △５５,８８７千円
・繰　入　金（まちづくり基金：残高１０６,５４２千円）� △１９,０００千円

■歳　出
・道の駅尾瀬街道みしま宿厨房換気扇修繕　� １,５９５千円
・除雪委託料� １９,９５９千円
・町営住宅使用料過誤徴収� ２,０１５千円
・公営企業補助金（大登水源ポンプ修繕外）� ５０,００５千円

会計区分 Ｒ８予算額 Ｒ７予算額 対前年比
一 般 会 計 ２, ４７０, ０００ ２, ５５０, ０００ ９６. ８％
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 １７１, ２９０ １８２, ２４８ ９４. ０％
路 線 バ ス 事 業 特 別 会 計 ３７, ６００ ３６, ５００ １０３. ０％
介 護 保 険 特 別 会 計 ４２５, ３８０ ４２４, ２４７ １００. ３％
後期高齢者医療特別会計 ４６, ２６３ ４０, ５４２ １１４. １％

	 【令和８年度当初予算の額】� （単位 : 千円）

会計区分 補正前予算 補正額 補正後予算
一 般 会 計 ２, ８７２, ７５０ △３９, ７５０ ２, ８３３, ０００
国民健康保険特別会計 １８４, ２４２ ０ １８４, ２４２

路 線 バ ス 特 別 会 計 ３６, ５００ △５００ ３６, ０００
介 護 保 険 特 別 会 計 ４９１, ８５３ △４４, ７８７ ４４７．０６６
後期高齢者医療特別会計 ４４, １３５ １, ３５４ ４５, ４８９
簡 易 水 道 事 業 会 計 １２６, ５６５ ５２, ４２６ １７８, ９９１
下 水 道 事 業 会 計 ６１, ５２７ △２, ４１５ ５９, １１２

※令和７年度一般会計・特別会計補正予算は、ほとんどが整理予算で減となり、新たな事業等はありません。

	 【令和７年度補正予算】� （単位 : 千円）
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【令和８年度 重点事業】
第五次三島町振興計画に沿った、今年度の主な重点事業は以下の通りです。

※下線は新規事業、主に１００万円以上の事業を記載

■暮らし関係■

健康促進事業、若者交流事業、教育等の暮らしに
根差した事業を進めてまいります。

○子どもの医療費助成事業� １,５５１千円
○放課後児童クラブ「ゆめポケット」
� ５,８６８千円
○小学校複式補正教員配置（２名）
� ７,８３２千円
○教育支援員配置（２名）� ６,８２８千円
○外国語指導助手配置� ５,４３９千円
○児童生徒用タブレット更新� ５,０００千円
○児童生徒モバイルWi-Fiリース
� １,１４１千円
○ＩＣＴ支援員� ３,４４９千円
○部活動希望選択制に伴う奨励費� １６０千円
○小中高入学準備金補助金� １７０千円

○学校給食費補助� ４,４２５千円
○給食センター運営負担金� １２,７９５千円
○空き家・住宅改修費等補助金� ３,７５０千円
○各種検診委託� ４,９０１千円
○障がい者自立支援給付費� ５６,３４１千円

■経済関係■

農林業、商工業等の町の経済活性化に向けた事業を進めてまいります。
○中山間等直接支払交付金� １０,２２０千円
○多目的機能支払交付金� ２,４７１千円
○農業法人運営支援事業（桐の里産業㈱）
� ５,２００千円
○農業法人運営基盤強化出資金（桐の里産業㈱）
� ４,８００千円
○農業生産環境整備事業補助金� ３,０００千円
○農業者支援育成事業補助金� １,０００千円
○新規就農者育成対策事業� １,５００千円
○有害鳥獣防護柵等設置事業補助金
� １,０００千円
○放任果樹伐採� ３,１４６千円
○森林環境譲与税活用事業（搬出間伐補助）
� １,５００千円
○薪生産業務� １,２１５千円
○桐植栽地管理業務� ３,０３６千円

○桐製品魅力向上事業� ２,２５５千円
○観光交流推進事業� １６,１０４千円
○美坂高原受け入れ体制整備事業
� ２,２８６千円
○美坂高原整備用トラクター� １１,５００千円
○只見線鉄道施設等維持管理運営
� ４,２５４千円
○起業・雇用促進事業補助� １,０００千円
○ふるさと納税（返礼品）� １,７５０千円
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■文化関係■
地域の文化に根差した事業を進めてまいります。

○町史編さん事業� １,２４９千円
○生活工芸アカデミー事業� ２１,３５６千円
○原材料確保事業� ３,７９６千円
○ふるさと会津工人まつり運営事業
� ７,８６９千円
○台湾工芸交流事業� ２,０００千円
○スポーツ教室・大会� ５,０６７千円

○「桐の里ウォーク２０２６」� １,０９９千円
○生涯学習センター運営� ８,４４９千円

■環境関係■

生活のための環境整備事業を進めてまいります。
○地区支援事業補助金� ４,５００千円
○自主防災組織設立・活動推進補助金

５００千円
○情報発信強化専門員� ５,３０７千円
○三島町ＳＳ維持管理� １,４７４千円
○三島町ＳＳ町民割引補助金� ４,０００千円
○町道寺沢四ツ田線新設・改良工事
� １２４,０００千円

○上下水道事業公営企業会計システム
� ２,５２０千円
○　　　〃　　法適用公会計支援
� ７,３７０千円
○　　　〃　　決算統計支援� １,３７５千円
○水道施設点検業務委託� ７,１５０千円
○大登簡易水道施設改修� ２１,４５０千円

■�
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他
の
会
計
年
度

職
員
と
の
公
平
性
を
図
る
と
と

も
に
、
期
間
を
３
年
に
絞
る
こ

と
で
活
動
へ
の
集
中
と
定
着
を

促
し
た
い
。
急
な
変
更
で
は
あ

る
が
、
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た

め
の
判
断
で
あ
る
。

　
　
制
度
見
直
し
に
は
賛
成
だ

が
、
国
の
財
源
が
あ
る「
協

力
隊
」と
、
町
の
独
自
事
業
で
あ

る「
伝
承
生
」の
間
で
、
住
居
手

当
の
有
無
と
い
う
不
均
衡
が
生

じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
移
住
定

住
施
策
と
し
て
手
当
を
支
給
し

て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
こ
の

格
差
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

答問

　
　
最
大
の
目
的
は
限
ら
れ
た

自
主
財
源
の
効
率
化
で
あ

る
。
協
力
隊
は
国
の
交
付
税
を

活
用
す
る
が
、
伝
承
生
は
町
独

自
の
枠
組
み
で
あ
り
、
役
割
の

違
い
か
ら
多
少
の
差
異
は
免
れ

な
い
。
光
熱
費
等
の
自
己
負
担

も
含
め
、
自
ら
生
活
基
盤
を
築

く
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
真

の
定
住
に
繋
げ
た
い
。

⑦�

情
報
発
信
専
門
員
の
給
与
設

定
と
基
準

　
　
新
設
さ
れ
る
情
報
発
信
専

門
員
の
給
与
が
、
国
家
資

格
を
持
つ
他
の
会
計
年
度
任
用

職
員
と
比
較
し
て
も
高
額
に
設

定
さ
れ
て
い
る
。
近
隣
町
村
と

の
比
較
や
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
こ
の
金
額
を
算
出
し
た
の
か
。

　
　「
み
し
ま
テ
レ
ビ
」の
業
務

を
委
託
か
ら
直
営
（
会
計

年
度
任
用
）
へ
切
り
替
え
る
に

あ
た
り
、
高
度
な
編
集
技
術
と

多
忙
な
業
務
量
に
見
合
う
単
価

設
定
が
必
要
と
判
断
し
た
。
給

与
額
は
、
厚
生
労
働
省
の
資
料

に
あ
る
情
報
発
信
・
編
集
業
務

の
平
均
月
額
給
与
を
参
考
に
、

適
正
な
水
準
で
計
上
し
て
い
る
。

答問答

ブ
「
ゆ
め
ぽ
け
っ
と
」
等
の
具

体
的
な
使
途
や
人
件
費
な
ど
の

内
訳
を
伺
う
。

　
　
主
な
内
容
は「
ゆ
め
ぽ
け
っ

と
」の
運
営
に
係
る
人
件
費

や
物
件
費
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

「
桐
の
子
隊
」
に
よ
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
味
伝
承
事
業
や
田
ん
ぼ

の
学
校
な
ど
、
多
様
な
地
域
教

育
活
動
の
経
費
に
充
て
て
い
る
。

歳
出

③�

計
画
に
な
か
っ
た
美
坂
高
原

用
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
の
経
緯

　
　
美
坂
高
原
で
使
用
す
る
ト

ラ
ク
タ
ー
の
更
新
費
用
が
、

当
初
の
建
設
計
画
に
な
い
中
で

突
如
計
上
さ
れ
た
。
他
の
公
用

車
更
新
と
の
優
先
順
位
や
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
購
入
を
判
断

し
た
経
緯
を
町
長
に
問
う
。

　
　
導
入
か
ら
30
年
以
上
が
経

過
し
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

安
全
面
の
懸
念
を
指
摘
さ
れ
た

た
め
更
新
は
急
務
だ
っ
た
。
今

回
、
奥
会
津
７
町
村
で
配
分
す

る
「
歳
時
記
の
里
奥
会
津
活
性

化
補
助
金
」
の
令
和
８
年
度
枠

に
急
遽
空
き
が
生
じ
た
た
め
、

こ
の
好
機
を
捉
え
て
申
請
し
、

答問答

予
算
計
上
に
至
っ
た
。

④�

職
員
数
２
名
増
の
理
由
と
、

今
後
の
定
員
管
理
の
方
針

　
　
今
年
度
予
算
で
職
員
が
２

名
増
員
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
訳
を
確
認
し
た
い
。
ま

た
、
定
員
管
理
計
画
で
は
正
規

職
員
数
が
目
標
を
下
回
る
状
況

に
あ
る
。
人
件
費
が
財
政
を
圧

迫
す
る
中
、
今
後
の
人
件
費
抑

制
や
定
員
適
正
化
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
育
児
休
暇
復
帰
す
る
職
員

１
名
と
新
採
用
１
名
の
増
。

定
員
削
減
は
人
件
費
抑
制
に
つ

な
が
る
が
、
安
易
な
削
減
は
事

務
事
業
の
縮
小
や
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

今
後
は
A
I
活
用
に
よ
る
効
率

化
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
事
務
事
業
の
削
減
が
進
め

ば
、
そ
れ
に
伴
い
定
員（
人

件
費
）
も
減
ら
し
て
い
く
と
い

う
理
解
で
よ
い
か
。

　
　
か
つ
て
の
財
政
危
機
下
で

は
大
幅
な
定
員
削
減
を
行

っ
た
が
、
近
年
は
地
方
創
生
等

問答問答
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【議案の可決の状況】
※１　議案第17号　三島町一般会計予算の修正動議について

今回、一般会計予算に対して、生活工芸振興費に「アカデミー伝承生」住居借上料（216万円）を
計上し、予備費を同額削減する修正動議が提出されました。

修正動議内容　提出者：吉垣　絵梨子議員

　町の財政を健全化していくことは重要であり、引き続き事業見直しを訴える立場に変わりは
ないが、これまで予算計上されていた「アカデミー伝承生」住居借上料削減の進め方はあまり
に唐突であり、町の施策で移住した方への配慮に欠ける対応との思いから修正動議を提出。

①当初の約束を守ることと激変緩和の必要性
　行政において「激変緩和」の視点は不可欠であり、当初の約束（住居補助）を、十分な協
議や説明期間を設けず唐突に廃止することは、町の施策で移住した方への配慮に欠ける対応
であり、町として移住・定住者ともに町民の暮らしを守ることに反するのではないか。

② 施策の整合性への疑問
　財政難及び、他会計年度任用職員との公平性が削減理由とのことだが、町が重点施策とし
て推進してきたアカデミー伝承生事業において、その特殊性を踏まえた処遇は妥当なもので
あったし、協力隊となったアカデミー生には住居補助があり、整合性に疑問が残る。

③ 移住・定住施策への不安
　カリキュラム変更により技術習得の時間が減少する中、住居補助まで廃止することは当事
者の生活に多大な影響を与えると考えられる。既存の移住者を大切にできずして、今後も移
住・定住施策を進めていくことができるのだろうか。

【討論要旨】
○原案に賛成、修正案に反対
６番　大竹　克昌議員
本予算案は財政健全化に向けた執行部の苦渋の決断であり、全事業をゼロベースで見直した
成果である。一部の住居支援のみを聖域化することは他の職員との公平性を欠き、適正な行政
運営を損なうものである。不測の事態に備える予備費を削る修正案には反対し、改革を断行す
る原案に賛成する。
８番　五十嵐　健二議員
極めて厳しい財政状況下で編成された本予算案を支持する。予備費は町民生活の安全網であ
り、これを削る修正案には賛成できない。伝承生への住居手当は本来特例的なものであり、他
の職員との公平性を図るとともに、伝承生自身にも町の危機的現状を理解し、自立に向けた検
討を求めるべきである。

○原案及び修正案に反対　　なし
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○修正案に賛成、原案に反対
５番　河越　昭利議員
移住者は町が提示した条件を信じ、覚悟を持って来町している。重点事業として募った以上、
途中で住居補助を打ち切ることは行政としての信義に反する。このような唐突な変更は対外的
なトラブルを招き、今後の三島町の移住政策に大きな汚点を残しかねない。募集時の約束を果
たすべく、修正案に賛成する。

議案
番号

1番 2番 3番 5番 6番 7番 8番
馬場　学 青木喜章 菅家三吉 河越昭利 大竹克昌 𠮷垣絵梨子 五十嵐健二

修正案 × × × ○ × ○ ×
原　案 ○ ○ ○ × ○ × ○
※議長は裁決に加わりません。

【議案第１７号三島町一般会計予算修正案の可決状況】

暮らし関係（放課後児童クラブ「ゆめポケット」）

文化関係（ふるさと会津工人まつり）

経済関係（美坂高原）

環境関係（地区支援事業（名入ざる菊園））
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─ 一般質問とは ─
議員が町の様々な課題について、施策の状況や将来の方針につい
て報告や説明を求めるとともに、議員自身の提案を行うことです。
議員にとってもっとも大事な発言の場です。
●事前の通告に基づき質問
質問者は、議長の許可を得て事前に執行者に通告した内容に沿っ
て質問します。
●持ち時間は 1時間以内
論点及び争点を明確にし、議論が深まるよう一問一答方式を採用
しており、答弁を含めて 1時間の時間内であれば何回でも質問す
ることができます。

一 般 質 問一 般 質 問

５議員が一般質問
ここでは、紙面の都合で議員の質問と答弁を要約した内容をお知らせしています。内
容は議員自らが編集しています（一人１ページ）。詳しくは、三島テレビの議会放送や
議事録をご覧ください。

●河越　昭利（10 Ｐ）
・令和８年度当初予算基本姿勢について
・第５次振興計画・建設計画について
・中・長期財政計画について

●吉垣　絵梨子（11 Ｐ）
・今後の教育環境のあり方
・�町の財政状況を踏まえた行財政改革の 
必要性

●五十嵐　健二（12 Ｐ）
　・今年度の町予算について
 
●菅家 三吉（13 Ｐ）
・第五次振興計画の基本政策、経済について

●青木　喜章（14 Ｐ）
・伝統行事と児童生徒の関わりについて
・部活動の民間指導移行について
・児童・生徒のスマホ所持とSNS等の
　使用把握について
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財
政
状
況
の
認
識
と
国
・

県
か
ら
の
指
導
に
つ
い
て

　
　
令
和
6
年
度
決
算
に
お
け

る
経
常
収
支
比
率
は
109
・

2
％
、
実
質
公
債
費
比
率
は

15
・
6
％
に
達
し
、
福
島
県
内

で
最
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
予
算
概
要
に
は
「
国
・
県

か
ら
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
危
険

な
状
態
」と
の
記
載
が
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
危
惧
が

示
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
実
務
的

指
導
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

歳
入
確
保
の
た
め
の
有
料
化
や

経
費
削
減
の
具
体
的
な
内
容
を

問
う
。

　
　
昨
年
6
月
に
提
出
し
た
決

算
統
計
に
お
い
て
、
本
町

の
財
政
指
標
の
値
と
そ
の
上
昇

率
に
つ
い
て
国
・
県
当
局
が
心

配
し
て
い
る
と
の
情
報
を
受
け
、

11
月
に
県
担
当
者
に
よ
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で

は
「
ま
ず
は
歳
出
予
算
を
削
減

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
が
、

制
度
上
の
特
別
な
指
導
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
令
和
8
年

度
に
お
い
て
新
た
に
有
料
化
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
が
、
予
算

問答

編
成
に
あ
た
っ
て
は
各
課
に
予

算
上
限
を
定
め
る
方
式
（
シ
ー

リ
ン
グ
方
式
）
を
導
入
し
た
。

全
て
の
歳
出
を
例
外
な
く
点
検

し
、
物
件
費
を
中
心
に
徹
底
し

た
予
算
削
減
に
努
め
た
。

第
5
次
振
興
計
画
・

建
設
事
業
の
優
先
順
位

　
　
令
和
8
年
度
か
ら
始
ま
る

後
期
基
本
計
画
の
建
設
計

画
で
は
、
財
政
難
を
理
由
に
多

く
の
事
業
が
令
和
9
年
度
以
降

に
先
送
り
さ
れ
、
そ
の
額
は
約

5
億
円
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の

事
業
は
本
当
に
実
施
可
能
な
の

か
。
ま
た
、
ゴ
ミ
収
集
車
や
町

営
バ
ス
の
更
新
が
先
送
り
さ
れ

る
一
方
で
、
美
坂
高
原
の
ト
ラ

ク
タ
ー
購
入
が
優
先
さ
れ
る
な

ど
、
事
業
の
優
先
順
位
の
判
断

基
準
が
町
民
か
ら
見
て
不
透
明

で
は
な
い
か
。

　
　

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
令

和
8
年
度
の
実
施
が
困
難

な
も
の
は
先
送
り
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
は
町
の
重
要
な
役
割

で
あ
り
、
現
時
点
で
優
先
順
位

は
確
定
し
て
い
な
い
。
令
和
7

問答

年
度
の
決
算
状
況
や
、
各
事
業

が
「
直
ち
に
実
施
が
必
要
」
か

「
2
〜
3
年
の
猶
予
が
あ
る
か
」

を
個
別
に
判
断
し
て
定
め
て
い

く
。
美
坂
高
原
の
ト
ラ
ク
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
の
直
営

化
を
図
る
た
め
の
判
断
で
あ
る
。

建
設
計
画
は
毎
年
見
直
し
を
行

い
、
審
議
会
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

中
長
期
財
政
計
画
と

住
民
へ
の
説
明
責
任

　
　
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
超
え
る
速
度
で
悪
化
が

進
む
中
、
町
民
は
「
こ
の
危
機

が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
」
と
不

安
を
感
じ
て
い
る
。
再
建
へ
の

道
筋
を
示
す
中
長
期
財
政
計
画

を
策
定
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
大

幅
な
予
算
削
減
や
事
業
の
休

止
・
縮
小
（
桐
の
里
商
品
券
の

休
止
、
み
し
ま
テ
レ
ビ
の
縮
小

等
）
は
町
民
生
活
に
直
結
す

る
。
町
長
自
ら
が
各
地
区
で
現

状
を
説
明
す
る
場
を
設
け
る
考

え
は
あ
る
か
。

　
　
急
激
な
財
政
悪
化
を
受
け
、

本
年
度
中
に
新
た
な
財
政

計
画
を
策
定
す
る
。
計
画
で
は

問答

令
和
9
年
度
以
降
、
借
金
の
返

済
に
あ
た
る
公
債
費
が
低
減
し

て
い
く
見
通
し
で
あ
り
、
健
全

な
財
政
運
営
の
指
針
と
し
た
い
。

住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
指
摘
通
り
町
民
と
直
接

対
話
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
各
集
落
に
足
を
運
び
、

町
の
財
政
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
約
束
す
る
。

【
今
回
の
質
問
を
終
え
て
】

予
算
書
か
ら
職
員
の
苦
労
は

伝
わ
る
が
、
事
業
の
「
選
択
と

集
中
」
が
見
え
に
く
い
点
が
あ

る
。
し
か
し
、
町
長
か
ら
町
民

へ
の
直
接
の
説
明
会
を
開
催
す

る
と
い
う
約
束
を
得
ら
れ
た
こ

と
は
、
大
変
意
義
深
い
。
町
民

の
不
安
払
拭
に
向
け
、
誠
実
な

対
応
を
期
待
す
る
。

河越　昭利 議員

─� �財政指標の悪化による危機的状況を認め、全庁的
な歳出抑制を徹底するとともに、再建に向けた新
たな財政計画の策定と住民説明会を行う。

①令和８年度当初予算基本姿勢について
②第５次振興計画・建設計画について
③中・長期財政計画について
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─ �非常に厳しい状況だが、今後の財政運営により
　 自力での改善が可能であり、毎年度計画的に見直す

財政状況を踏まえた
行財政改革の必要性

𠮷垣絵梨子 議員

　
　
こ
れ
ま
で
「
心
配
な
い
」

と
さ
れ
て
い
た
財
政
状
況

が
、
今
回「
危
機
的
」
と
な
り
、

事
前
に
十
分
な
説
明
や
協
議
の

時
間
な
く
、
町
民
生
活
に
影
響

が
出
る
予
算
削
減
が
な
さ
れ
た
。

財
政
悪
化
の
根
本
要
因
を
ど
う

分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
立

て
直
し
て
い
く
の
か
？

　
　
財
政
悪
化
の
要
因
は
、
①

令
和
元
年
、
２
年
に
実
施

し
た
投
資
的
事
業
に
よ
る
多
額

の
地
方
債
償
還
が
始
ま
っ
た
こ

と
、
②
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ

る
歳
出
増
、
③
令
和
６
年
度
の

豪
雪
に
よ
る
除
雪
費
増
、
④
人

事
勧
告
に
よ
る
人
件
費
増
、
と

分
析
し
て
お
り
、
①
に
関
し
て

は
、
も
う
少
し
平
準
化
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
公
債
費
の
負
担
が

過
度
に
集
中
す
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
た
か
も
し
れ
ず
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

今
年
度
、
財
政
計
画
を
新
た

に
作
成
し
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
る
。
計
画
で
は
、
一
般

会
計
の
歳
入
見
通
し
の
範
囲
で

歳
出
を
抑
え
、
職
員
人
件
費
含

め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
令
和

問答

　
　
町
は
義
務
教
育
学
校
の
創

設
を
検
討
し
て
い
る
が
、

保
護
者
に
よ
る
自
主
的
な
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
教
育
環
境
へ
の

不
安
や
、
学
校
統
合
の
検
討
を

望
む
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
声
を
受
け
、
今
後
の

学
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
の
か
？

　
　
現
時
点
で
は
、将
来
の「
義

務
教
育
学
校
」
を
視
野
に
、

「
小
中
一
貫
型
小
学
校
中
学
校
」

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
今

の
施
設
を
維
持
し
た
ま
ま
の「
併

設
型
小
・
中
学
校
施
設
分
離

型
」
の
予
定
。

具
体
的
な
移
行
時
期
は
確
定

し
て
い
な
い
が
、
早
期
実
現
を

目
指
し
、
各
種
会
議
で
協
議
し

て
い
く
。
ま
た
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
検

討
を
進
め
る
た
め
、
学
校
運
営

協
議
会
を
有
効
に
活
用
し
た
り
、

意
見
交
換
会
（
子
ど
も
未
来
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
）
も
参
考
に
す
る
。

問答

９
年
度
決
算
か
ら
は
、
公
債
費

も
徐
々
に
低
減
し
て
い
く
見
込

み
で
あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
歳
出
と
起
債
の
抑

制
に
努
め
る
。
財
政
計
画
と
振

興
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
、

毎
年
度
見
直
す
こ
と
で
、
行
財

政
改
革
に
努
め
る
。

　
　
来
年
度
以
降
、
22
億
で
当

初
予
算
を
編
成
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
今
回
以
上
に
予

算
の
削
減
が
必
要
に
な
り
、
抜

本
的
な
事
業
の
見
直
し
が
必
要

だ
が
、
そ
の
考
え
は
あ
る
か
？

　
　
先
を
見
通
し
て
今
の
時
点

で
、
廃
止
／
継
続
を
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
毎
年
度
計

画
的
に
見
直
し
、
予
算
編
成
し

て
い
く
。

　
　
行
政
は
「
激
変
緩
和
」
の

視
点
が
重
要
で
あ
り
、
町

の
財
政
状
況
を
町
民
と
共
有
、

協
議
し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革

及
び
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
ほ
し

い
。 問答意見

─ �「
義
務
教
育
学
校
」
を
視
野
に
、
現
在
は

「
小
中
一
貫
校
」
を
検
討
し
て
い
る

今
後
の
教
育
環
境
の
あ
り
方

　
　
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

法
律
に
基
づ
き
、
ど
の
よ

う
な
選
択
が
可
能
か
？

　
　
①
併
設
型
小
中
一
貫
校
、

②
他
町
村
と
学
校
を
設
置
、

運
営
す
る
「
組
合
立
学
校
」、

③
他
町
村
へ
教
育
事
務
委
託
す

る
、
の
３
つ
が
あ
り
、
町
が
総

合
的
、
主
体
的
に
判
断
す
る
。

　
　
「
子
ど
も
未
来
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
手
応
え
と
今
後

の
展
開
は
？

　
　
32
名
が
参
加
し
、
極
め
て

有
意
義
な
対
話
の
場
と
な

っ
た
。
継
続
的
な
開
催
を
含
め

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
子
育
て
世
帯
の
移
住
定
住

促
進
に
は
、
今
の
保
護
者

の
不
安
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
様
々
な
選
択
肢

も
踏
ま
え
、
保
護
者
や
町
民
と

の
対
話
の
場
を
継
続
し
て
ほ
し

い
。 問答問答意見
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桐
の
里
産
業
に
対
し
、

毎
年
1
千
万
円
を
補
助
し

て
い
る
が
、
今
回
は
、
昨
年
と

同
額
で
あ
る
が
、
補
助
金
と
出

資
金
に
分
け
て
、
今
回
出
資
金

を
増
額
す
る
理
由
は
何
か
。
ま

た
、
利
益
を
度
外
視
し
た
経
営

を
続
け
る
の
か
。

　
　
設
立
趣
旨
で
あ
る「
農
地
を

守
る
」姿
勢
は
不
変
だ
が
、

収
益
向
上
も
必
須
と
認
識
し
て

い
る
。
出
資
金
増
額
は
経
営
基

盤
（
足
腰
）
を
固
め
る
た
め
の

「
資
本
増
強
」で
あ
り
、
補
助
金

に
頼
ら
ず
自
立
で
き
る
体
制
を

作
る
た
め
だ
。
今
後
は
米
以
外

の
高
収
益
作
物
の
導
入
や
、
経

営
効
率
化
を
指
導
し
、
補
助
額

の
低
減
を
目
指
す
。

　
　
会
津
桐
タ
ン
ス
へ
の
貸
付

基
金
が
底
を
突
い
て
い
る
。

返
済
見
込
み
の
な
い
貸
し
付
け

を
続
け
、
基
金
を
増
額
し
て
ま

で
存
続
さ
せ
る
考
え
か
。

　
　
伝
統
の「
桐
の
里
」を
守
る

た
め
、
存
続
を
基
本
と
し

て
い
る
。
現
在
、
文
化
庁
の
補

助
事
業
申
請
な
ど
新
た
な
財
源

確
保
に
動
い
て
お
り
、
こ
れ
を

問答問答

確
実
に
実
施
す
る
。
基
金
増
額

は
将
来
的
な
選
択
肢
の
一
つ
だ

が
、
事
務
事
業
の
見
直
し
の
中

で
会
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

議
論
し
て
い
く
。

　
　
5
年
後
の
国
勢
調
査
で
人

口
減
少
が
進
め
ば
交
付
税

は
確
実
に
減
る
。
財
政
が
厳
し

く
な
っ
た
際
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
る
の
か
。

　
　
現
在
、
将
来
の
歳
入
・
歳

出
を
予
測
す
る
「
財
政
計

画
」
を
策
定
中
だ
。
歳
入
の
範

問答

　
　
三
島
町
が
多
大
な
被
害
を

受
け
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

会
議
へ
の
参
加
が
「
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
」
な
の
か
。
地
区
の
代
表

を
協
議
の
場
に
加
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
設
立
経
緯
か
ら
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
だ
が
、
毎
回
、
当
町

の
状
況
を
報
告
し
早
期
解
消
を

強
く
要
請
し
て
お
り
、
実
質
的

な
支
障
は
な
い
。
1
月
の
意
見

問答

─ �農業法人へ補助金と資本を増強、収益向上への道
筋を質す

今年度の町予算について伺う

五十嵐 健二 議員

─ �

将
来
の「
交
付
税
減
少
」
を
予
測
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
職
員
数
の
適
正
化
を
急
げ

─ �

養
豚
場
の
臭
気
問
題
「
今
年
の
夏
ま
で
に
解
消
」
を
社
長
が
明
言
、
町
は
監
視
を
強
化

人
口
減
少
下
に
お
け
る
今
後
の
財
政
運
営

グ
ロ
ー
バ
ル
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム
柳
津
農
場
の
臭
気
対
策

囲
内
に
歳
出
を
抑
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

職
員
人
件
費
を
含
め
た
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
国
の
方
針
を
注
視
し
つ

つ
、
経
常
収
支
比
率
の
低
減
に

努
め
る
。

交
換
会
で
は
、
事
業
者
社
長
か

ら
「
専
門
機
関
と
協
議
し
、
今

年
の
夏
ま
で
に
は
臭
気
を
無
く

す
努
力
を
す
る
」
と
の
回
答
を

得
た
。

　
　
条
例
に
よ
る
規
制
（
め
い

わ
く
防
止
条
例
等
）
を
設

け
て
、
強
制
力
を
持
た
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

問

　
　
県
の
指
針
（
悪
臭
防
止
法
）

の
基
準
値
内
で
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
独
自
の
条
例
制
定

が
有
効
な
対
策
に
な
る
と
は
判

断
し
が
た
い
。
引
き
続
き
、
所

在
地
の
柳
津
町
と
連
携
し
、
当

事
者
で
あ
る
桧
原
地
区
の
声
を

届
け
な
が
ら
、
一
刻
も
早
い
解

消
に
向
け
業
者
を
強
く
指
導
し

て
い
く
。

答
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振
興
計
画
策
定
時
の
想

定（
38
h
a
）に
対
し
、
現

在
の
遊
休
農
地
は
72
・
5
h
a

と
約
2
倍
に
達
し
て
い
る
。
耕

作
者
の
高
齢
化
以
外
の
要
因
と
、

耕
作
地
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の

具
体
策
は
。

　
　
主
な
要
因
は
離
農
だ
が
、

近
年
は
鳥
獣
被
害
も
大
き

い
。
対
策
と
し
て
、
今
年
度
か

ら
集
落
協
定
を
広
域
化
し
管
理

を
効
率
化
し
た
。
ま
た
「
桐
の

里
産
業
㈱
」
へ
農
地
を
集
約
、

水
稲
作
付
を
拡
大
し
耕
作
地
を

維
持
し
て
い
く
。

　
　
農
業
の
担
い
手
不
足
は
深

刻
だ
。
農
地
と
し
て
の
活

用
が
困
難
な
場
所
に
つ
い
て
は
、

ダ
ム
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

土
砂
の
置
き
場
な

ど
、
別
の
形
で
の
利
活
用
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
東
北
電
力
㈱
よ
り
、
只
見

川
の
浚
渫
土
砂
の
置
き
場

と
し
て
農
地
を
活
用
し
た
い
と

の
協
議
が
来
て
い
る
。
法
的
な

ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
前
向
き

な
農
地
利
活
用
の
一
つ
と
し
て

検
討
を
進
め
た
い
。

問答問答

─ �地区集落協定の「広域化」と「桐の里産業」への
集約で農地を守る

第五次振興計画の基本政策、
経済について

菅家　三吉 議員

　
　

後
期
計
画
か
ら
「
カ
ス
ミ

草
栽
培
で
の
新
規
就
農
」

と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
意

図
は
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
の

確
保
に
向
け
た
新
た
な
展
開
は
。

　
　
削
除
は
意
図
的
な
も
の
で

は
な
く
、
先
行
し
た
就
農

者
が
5
年
間
を
終
え
、
認
定
農

業
者
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
段

階
に
入
っ
た
た
め
だ
。
今
後
は

畜
産
を
含
め
た
農
業
全
体
の
担

問答
　
　

新
施
設
で
は
食
肉
加
工
品

の
製
造
が
で
き
る
は
ず
だ

が
、
未
だ
に
至
っ
て
い
な
い
。

人
材
確
保
を
含
め
、
町
と
し
て

強
く
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
人
員
不
足

は
、
特
定
技
能
の
外
国
籍

ス
タ
ッ
フ
2
名
の
雇
用
で
改
善

し
た
。
今
後
は
食
品
加
工
ま
で

問答
─ �

空
き
家
と
農
地
の
「
セ
ッ
ト
」
で
、
移
住
者
の
就
農
を
強
力
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

─ �

新
施
設
で
の
「
加
工
品
製
造
」
を
本
格
始
動
し
、
町
民
が
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
場
を
創
出

新
規
就
農
者
の
育
成
と
移
住
定
住
の
連
携

会
津
地
鶏
の
振
興
と
町
民
へ
の
還
元

い
手
を
育
成
す
る
。
令
和
6
年

度
に
は
県
内
初
の
「
畜
産
」
で

の
新
規
就
農
者
が
誕
生
し
て
お

り
、
経
営
開
始
資
金
の
補
助
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

継
続
し
て
い
く
。

　
　
移
住
希
望
者
は
「
仕
事
」

と
「
住
ま
い
」
を
セ
ッ
ト

で
探
し
て
い
る
。
空
き
家
情
報

と
遊
休
農
地
を
セ
ッ
ト
で
P
R

問行
え
る
よ
う
育
成
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
10
月
の
「
ふ
く
し
ま
三

大
鶏
フ
ェ
ス
」
を
機
に
、
加
工

品
の
開
発
と
P
R
を
加
速
さ
せ

た
い
。

　
　
町
民
に
と
っ
て
、
地
鶏
が

高
価
で
手
に
入
り
に
く
い

と
い
う
声
が
あ
る
。
新
施
設
建

問

す
る
よ
う
な
、
横
断
的
な
情
報

発
信
は
で
き
な
い
か
。

　
　
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
。

令
和
8
年
度
は
情
報
発
信

力
の
強
化
を
重
点
施
策
と
し
て

い
る
。
S
N
S
等
を
活
用
し
、

産
業
建
設
課
と
連
携
し
て
「
こ

の
空
き
家
な
ら
こ
の
農
地
で
カ

ス
ミ
草
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
、

具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
情
報

提
供
を
検
討
し
て
い
く
。

答設
の
効
果
を
町
民
が
実
感
で
き

る
よ
う
、
提
供
の
場
を
増
や
す

べ
き
だ
。

　
　
飼
料
代
高
騰
で
価
格
維
持

は
厳
し
い
が
、
町
内
イ
ベ

ン
ト
や
道
の
駅
で
の
定
期
販
売

な
ど
、
地
鶏
を
気
軽
に
味
わ
え

る
機
会
を
事
業
者
ら
と
連
携
し

て
創
出
し
て
い
く
。

答
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─ �学校運営協議会を軸に、地域と「持続可能な関わ
り方」を協議

伝統行事と児童生徒の
関わりについて

青木　喜章 議員

　
　

 

地
区
単
位
で
の
行
事
存

続
が
厳
し
い
中
、
学
校
現

場
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
伝

統
行
事
へ
の
参
画
を
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
行
政
も
強
い
危
機
感
を
持

っ
て
い
る
。
現
在
は
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
通
じ
て「
虫

供
養
」
へ
の
参
加
や
「
豊
年
踊

り
」
の
再
現
な
ど
、
郷
土
愛
を

育
む
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は「
学
校
運
営
協
議
会
」を
活

用
し
、
担
い
手
不
足
と
い
う
地

域
の
課
題
を
共
有
。
地
区
の
実

情
に
寄
り
添
っ
た
持
続
可
能
な

形
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
探

っ
て
い
き
た
い
。

　
　

 

1
日
・
2
日
の
行
事
で

も
、
そ
れ
を
目
指
し
て
町

外
か
ら
戻
る
人
も
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
や
、
記

録
保
存
の
状
況
は
。

　
　

S
N
S
や
町
H
P
で
の
P

R
を
さ
ら
に
工
夫
す
る
。

ま
た
、
町
史
編
纂
事
業
の
中
で

伝
統
行
事
の
記
録
映
像
や
民
具

の
保
存
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
も

努
め
る
。

問答問答

　
　

町
内
に
民
間
の
受
け
皿

（
ク
ラ
ブ
等
）が
少
な
い
現

状
で
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
5
年
度
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
協
議
し
て

い
る
。
現
在
は
先
生
の
負
担
軽

減
の
た
め
外
部
コ
ー
チ
を
導
入
。

中
学
校
の
常
設
部
は
卓
球
部
の

み
だ
が
、
な
ぎ
な
た
等
の
他
競

問答
　
　
町
内
の
小
中
学
生
の
ス
マ

ホ
所
持
状
況
と
、
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
向
け
た
指
導
の
現
状

は
。

　
　
小
学
生
で
4
割
、
中
学
生

で
5
割
が
本
人
所
有
と
把

握
し
て
い
る
。
専
門
資
格
を
持

つ
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
警
察

署
員
に
よ
る
「
情
報
リ
テ
ラ
シ

ー
授
業
」
を
毎
年
実
施
し
、
闇

問答
─ �

広
域
連
携
と
経
済
的
支
援
で
、
子
供
た
ち
の
「
多
様
な
選
択
肢
」
を
保
障

─ �

専
門
家
に
よ
る
指
導
と
、
家
庭
内
ル
ー
ル
の
徹
底
を
啓
発

部
活
動
の
民
間
指
導
移
行
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
ス
マ
ホ
所
持
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
使
用
把
握
に
つ
い
て

技
を
希
望
す
る
場
合
は
、
近
隣

市
町
村
と
の
広
域
連
携
に
よ
り
、

他
校
の
練
習
に
参
加
で
き
る
環

境
を
個
別
に
対
応
し
整
え
て
い

る
。

　
　
地
域
移
行
に
伴
い
、
講
師

謝
礼
や
遠
征
費
な
ど
保
護

者
の
金
銭
的
負
担
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

問バ
イ
ト
や
ネ
ッ
ト
依
存
の
危
険

性
を
指
導
し
て
い
る
。

　
　
ネ
ッ
ト
機
器
は
多
岐
に
わ

た
り
、
親
の
目
が
届
か
な

い
リ
ス
ク
も
あ
る
。
学
校
で
の

早
期
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
現
時
点
で
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い

が
、
長
期
休
暇
前
な
ど
注
意
喚

問答

　
　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
謝
礼
の

一
部
負
担
や
保
険
料
、
用
具
代
、

送
迎
支
援
な
ど
の
支
援
策
を
あ

わ
せ
て
実
施
し
て
い
く
。
文
化

系
に
つ
い
て
も
町
内
で
の
受
け

皿
整
備
は
難
し
い
た
め
、
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
を
引
き
続
き

研
究
す
る
。

答起
を
徹
底
し
て
い
る
。
大
切
な

の
は
、
機
器
を
与
え
っ
ぱ
な
し

に
せ
ず
、
家
庭
内
で
し
っ
か
り

ル
ー
ル
を
決
め
て
話
し
合
う
こ

と
。
保
護

者
へ
の
啓

発
も
継
続

し
て
い
く
。
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R７年度公共施設調査に対する町からの回答

　今後の活用方針や具体的な計画等について、町当局より回答がありましたので、報告
します。＊前号P16-17に、議会からの意見が掲載されています。

⑴　美坂高原
・��交流人口拡大の拠点として「星空」を核とした事業展
開をしており、今後は星空保護区認定を視野に入
れ、更なる発展を図る。一定期間の成果検証を行い、
客観的指標に基づき方向性を判断していきたい。
・�財政面では約900万円の赤字であるが、金額換算が
困難な効果も踏まえ、意義のある施設であり、今後
は地域住民の協力等により経費削減に努める。
・�借地料含め借地の整理については、地区と協議していく。未使用の建物の解体は多額
の費用を要するため、活用の可能性も含め検討していく。
・�指定管理制度による民間事業者の参入について検討していく。

⑵　森の校舎カタクリ
・�地域の交流拠点及び防災計画上の指定避難所に位置付けられていることから、既存の
資源を最大限に活用し、施設の社会的役割を雑持しながら持続可能な運営に取り組
む。
・�宿泊室へのエアコン導入など大規模な設備投資は行わず、利用者の安全を最優先に維
持管理を行い、老朽化に伴う大規模な改修が必要となった段階で、改めてその存廃を
含めた検討を行う。
・�将来的な指定管理者制度の導入を視野に入れつつ、民間活力の活用や連携により、地
域資源を活かした柔軟な事業展開とサービス向上を目指す。

⑶　滝谷分校
・�老化が著しく活用見込もないため、解体予定（実施計画では、令和９年度）だが、財
政状況等を考慮して決定する。

⑷　各地区集会所・�備蓄倉庫
・�備蓄倉庫は、総務課の所管であるが、地区集会所と一体として地区に管理をお願いし
ていく。
・�保存期限が近付いた防災備蓄品の処理については、地区に積極的な活用・配布を依頼
している。活用が図られていない地区については、総務課で回収・配布するなど対応
する。
・�備蓄品の目標数量等の見直しを行い、品目も検討しながら、予算内で計画的に購入し
ていく。

⑸　桐製品
・�ふるさと荘に納入した製品は宿泊客等から高評価を得てているが、価格面から受注に
は至っておらず、ＰＲ不足が課題である。
・�製品的には魅力的であるが販売価格を検討する必要があり、またふるさと納税に加え
るなど情報発信に力を入れていく。

令和７年12月12日、意見書を町長に提出
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編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
　
大
竹
　
克
昌

編
集
副
委
員
長
　
菅
家
　
三
吉

編
集
委
員
　
青
木
　
喜
章

〃

　
河
越
　
昭
利

〃

　
𠮷
垣
絵
梨
子

議会に傍聴においでください

６月議会は６月18日㈭に開会予定です。
詳しくは町のホームページ等でお知らせいたします。

町の現状をみなさんに知っていただくために、
ぜひ多くの方にお越しいただければと思います。

３
月
の
定
例
議
会
の
頃
は
、
ま
だ
雪
が

残
っ
て
い
ま
し
た
が
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

皆
様
の
と
こ
ろ
に
届
く
こ
ろ
は
新
緑
が
眩

し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
の
議
会
は
予
算
を
審
議
す
る
の
が

中
心
と
な
り
ま
す
。
三
島
町
の
予
算
の
収

入
の
部
分
で
は
約
２
割
が
自
主
財
源
で
残

り
は
交
付
金
や
補
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

厳
し
い
予
算
編
成
と
言
わ
れ
る
の
が
そ
の

事
で
あ
り
ま
す
。
以
前
よ
り
行
政
主
導
と

か
民
間
主
導
の
町
づ
く
り
と
か
言
わ
れ
ま

す
が
、
現
在
の
町
は
町
民
主
導
で
の
町
づ

く
り
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

も
思
い
ま
す
。

地
域
防
災
に
備
え
る
と
き
自
助
・
共

助
・
公
助
の
役
割
が
言
わ
れ
ま
す
。
町
づ

く
り
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
人
口
減
少
が
続
く
中
、
自
主
財

源
の
大
き
な
増
加
は
見
込
め
な
く
、
ま
た

国
か
ら
の
交
付
金
も
今
ま
で
通
り
来
る
と

は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
算
編
成
は
益
々
厳
し
く

な
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
も
今
後
の
町
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
深
化
さ
せ
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
青
木
喜
章
）

修正動議とは!?
◆修正動議とは　　
　議会で議している議案（条例案や予算案など）について、議員は必要に応じて議案を修正
することができます。議案の修正を行う場合、その議案の目的の範囲内において、修正案を
添えた「修正動議」を提出することとなります。
　予算の編成権と議会に対する提案権は、町村長に専属し、その政策を盛り込んだ予算を議
会に提案しますが、一方、議員も住民の代表として住民福祉の向上を願い、予算審議を通し
て町村長と考え方が異なる場合もあり、その場合に予算の修正案が提出されます。

◆修正案提出者が修正内容とその理由を説明
１．修正案に対して質疑
２．�討論：議案を採決する前に、議員が自分の考えを明確に述べる場で
あり、大きく「賛成討論」と「反対討論」に分かれますが、修正案
が出された場合は、３つの立場があります。
・原案賛成＝「町長提出案に賛成であり、修正は必要ない」
・原案・修正案ともに反対＝「原案も修正案も十分ではない」
・修正案賛成＝「原案のままでは不十分であり、修正が必要である」
３．採決

コラム
議会について

知ろう！

修正動議は、町民
の皆さんの生活に
関わる議案を、よ
り良い形で実現す
るための仕組みで
す。

今回、一般会計
当初予算に対して、
修正動議が出され

ました。


